
天白区社協キャラクター
てんてん

昨年度ご協力いただいた、街頭募金の様子

ふれあい給食サービス活動支援
老人クラブ連合会活動支援 など高齢者のために

　天白区西部いきいき支援
センターのFacebookは
ハチくんぬり絵カレンダー
や4コマ漫画のイラストを
掲載しています。
　イラストの他にも認知症
関連の家族支援事業やケア
マネジャー向けの研修、
地域向け行事等の活動報告
もしています。
　ハチくんぬり絵カレン
ダーには、家族支援事業の
開催日を載せていますので
皆様のご予約、ご参加を
お待ちしています。
　4コマ漫画ではハチくん
と一緒に様々な介護サービ
スについて学んでいけるよ
うに連載中です！

　天白区東部いきいき支援セン
ターでは、新たに『Twitter』を開設
しました。
　活動内容や、イベントの情報、
天白区にお住まいの高齢者の皆様
の暮らしに役立つ情報など、リアル
タイムで発信しています。フォロー
をよろしくお願いします！

10月１日から赤い羽根共同募金が
全国一斉に始まります。
10月１日から赤い羽根共同募金が
全国一斉に始まります。

10月１日から12月31日 天白区を良くするしくみ

赤い羽根共同募金実績額
９，５４５，9６７円

歳末たすけあい募金
５６２，８９０円 名古屋市天白区共同募金委員会（天白区社会福祉協議会内） ＴＥＬ809-5550 ＦＡＸ809-5551

　毎年、地域、職場、学校、企業をはじめ、多くの皆様にご協力
いただきありがとうございます。
　皆様からお寄せいただいた募金の約70％が天白区のまちを
良くする活動に、約３0％が愛知県の広域の社会福祉施設の整
備や団体の事業等に役立てられます。

赤い羽根は「たすけあい」「思いやり」「しあわせ」のシンボルです。
共同募金の詳しい使い道については、QRコードまたはインターネットでも見ることができます。
赤い羽根データーベース「はねっと」 https://hanett.akaihane.or.jp/hanett/pub/home.do

地域福祉推進協議会の活動支援
福祉教育の推進 など地域福祉推進のために

障がい児者組織・家族活動への支援
シーン・ボイスガイド付き映画上映会 など障がいのある方のために

学童保育活動支援
子ども会活動支援 など子どもたちのために

いきいき暮らす！
SNSを活用してみませんか。
いきいき暮らす！
SNSを活用してみませんか。

　いきいき支援センター（地域包括支援センター）は、高齢者の皆様が住み慣れた地域でいつまで
も、いきいきと生活ができるよう、主任介護支援専門員、社会福祉士、保健師などの専門職がチー
ムとなり、健康・福祉・介護など多方面からサポートを行っています。
　天白区には東部いきいき支援センターと、西部いきいき支援センターがあります。

問合せ

大坪2丁目604番地（なんでも相談処 八福内） TEL839-3663
本センター 原1丁目301 原ターミナルビル3階（在宅サービスセンター内） TEL809-5555
分室 原5丁目1303 三和シャトー１階  TEL808-5400

みるちゃんとまもるくん

ハチ

より良い地域づくりのために、
今年も皆様の
あたたかいご協力を
よろしくお願いいたします。

より良い地域づくりのために、
今年も皆様の
あたたかいご協力を
よろしくお願いいたします。

昨
年
度

東部いきいき支援センター
植田・植田北・植田南・植田東・平針・平針北
平針南・相生・高坂・原・しまだ

西部いきいき支援センター
大坪・表山・天白・野並・八事東・山根担当地域

（小学校区）
担当地域
（小学校区）

ホームぺージ：https://www.tenpaku-shakyo.com/support/aid/ https://www.facebook.com/tenpakukuseibu/

西部いきいき支援センター
東部いきいき支援センター

Twitterアカウント ＠tenpakukutoubu

2022年（令和4年）9月
September 天白を元気にする力(パワー)

地域をつなげる輪(わ)と和める(わ)たまり場づくり

そんな思いがひとつになって　　　　  と名づけました

[発行] 社会福祉法人名古屋市天白区社会福祉協議会

天白区社協

〒468-0015 名古屋市天白区原一丁目301　原ターミナルビル3階
TEL809-5550   FAX809-5551
E-mail:tenpakuVC@nagoya-shakyo.or.jp

視覚障がいその他の理由で活字のままで
読むことが困難な人のために、営利を目的
とする場合を除き「録音図書」「点字図書」
「拡大図書」等の製作をすることを認めます。
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　次の方々より天白区社会福祉協議会にご寄付をいただきました。
厚くお礼申しあげます。天白区の地域福祉推進に有効に活用させて
いただきます。（令和４年２月１日から令和４年７月末日受付分 受付順）
・高坂喜楽会　様 ・上田 陽子　様 ・天白でぃぷり　様
・名古屋ヤクルト販売株式会社　様 ・原 宏　様
・西尾 克己　様 ・鈴木 弘子　様 ・ピアゴ植田店　様
・ピアゴ平針店　様 ・その他 匿名 ２件 　合計 11件

認知症の人の世界を知る（その58）　
 『大人の自分探しの旅　　
　～回想法・忘れがたき故郷～』

認知症の人の世界を知る（その58）　
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"子どもへの
　　的確な指示"
"子どもへの
　　的確な指示"

　療育の場でよくアドバイスいただ
くことのひとつに「子どもは曖昧な
表現を理解しにくいので、出来るだ
け具体的に指示を出してあげましょ
う」というものがあります。
　広汎性発達障害のB君も幼児
期は指示がなかなか通りませんで
した。
　「こっちに来て」と言ったら、「こっ
ちって何？」と聞いてくるし、「暑いか
ら扇風機つけて、首振って」と頼んだ
ら自分の首を振っていたり、「歯磨き
粉が少なくなったら（チューブの）お
尻の方から押すんだよ」と言ったら、
自分のお尻を押していたり・・・(笑)。
　微笑ましいおもしろエピソードで
はありますが、B君は笑わせようとし
ているのではないようです。
　わたしとしては具体的に指示して
いるつもりでしたが、もっと細かく説

明しないと伝
わらないんだ
なぁと実感し
ました。
　9歳になっ
た今は日々の
経験から、文
脈やニュアンスで理解できることが
だいぶ増えたと思います。
　でもつい最近、「カバンの底のタ
オル取って」と言ったら、カバンを持
ち上げてカバンの裏を見ていまし
た。
　この場合は「カバンの中の底の方
にあるタオルを取って」と言うべき
だったようですね。(笑)
　B君にとっての"的確な指示"が出
せるよう、わたしも日々精進です！

（ナッチ）

https://www.facebook.com/fureainettenpakukufukushikuminnotsudoi
スマートフォンなどをお使いの方は、こちらのQRコードからFacebookページにアクセスしていただけます。

マスコットキャラクターにこっち

誰もが安心して暮らすことのできる天白をめざして

「ボッチャ交流会」を開催しました！「ボッチャ交流会」を開催しました！

「ふれ愛ネット天白」事務局
（天白区社会福祉協議会内）
TEL809-5550  FAX809-5551

ふれ愛ネット
天白とは

会員
募集中

!

　令和４年７月３０日（土）ふれあい部会による会員間の交流を目的としたボッチャ
交流会を開催いたしました。新型コロナウイルスの影響で、いつもより少ない人数
でしたが、中止が続いていた交流会が約２年ぶりにできて良かったです。
初めて体験するメンバーもいて、ボーリングのように投げてしまい力加減がなか
なか難しく苦戦していましたが、ゲームを重ねるうち
にすぐに上達して周りもびっくり！
　くじでチームを決め、トーナメント制で勝負。優勝
チームにはメダルと景品が贈られました！

　最初にジャックボール（目標球）とよばれる白いボールを投げ、そこに赤と青に色分けされ
たボールを投げたり、転がしたり、他のボールに当てたりして、いかに近づけられるかを競い
ます。子どもも大人も、障がいのある方も、やったことのない方も、初対面の方同士で気軽
に一緒に楽しめるスポーツです。

　Mさん（86歳男性）は、施設で暮
らす短期記憶障害の認知症の方で
す。ある日、Mさんに大きな病気が
見つかり医師から余命のお話があり
ました。そこでMさんは一大決心を
して「車イスで動けるうちに一度故
郷に帰ってみたい」と職員へ懇願。
Mさんから一生のお願いを受けた
職員は、介護タクシーと協力して帰
郷を実現することにしました。
　帰郷当日、身寄りのないMさんが
覚えていた町名だけを頼りに長野
県へ。目的の町に到着するも、変わ
り果てた故郷の景色にMさんは実
感がわかず落ち込みました。気分転
換のために道の駅へ入り、Mさんが
昼食におそばを食べ始めると「これ
はふるさとの味だ！まちがいない！」
と人目もはばからず号泣しました。

食堂に居合わせた
方々がMさんを心
配して、ティッシュ
などを持ち寄って
くださいました。

その時のお話で「小さい町だから役
場に行けば何かわかるかも」と助言
をいただき、Mさん一行は急ぎ役場
へ。役場の方も協力的でMさんと同
年代で今も在住の方を数名紹介い
ただいたところ、Mさんが急に「そ
いつの名前（○さん）は知ってる！」と
反応。上気したMさんは祈る気持ち
で○さんの家へ。その道中、Mさん
の昔の記憶が蘇ってきて道案内で
きる程でした。そして、○さんと70
年ぶりの再会。○さんは、Mさんと
一緒に遊んでいた近所の友人でし
た。二人はお互いのことを覚えてい
て、昔話に花が咲き乱れ、Mさんは
とても楽しそうで最高の帰郷となり
ました。
　認知症の方が思い出の写真や品
物で回想することは、脳の活性化に
効果があります。今回の旅は思い出
の人や場所による本物の回想の機
会でした。その貴重な旅はMさんが
自分を見つめ直し、生き抜く力を得
るきっかけになりました。（モカ）

天白区内の障がい児者·子ども·高齢者に関わるボランティア·
団体·施設等が所属するゆるやかなネットワークです。

　「天白区福祉区民のつどい」は、誰もが安心して暮らすことのできる
天白区をめざし、福祉関係団体・施設等の関係機関相互の交流と情報
交換を図るとともに、福祉への関心を高め、理解を促すことを目的に、
令和元年度までは継続して開催してきましたイベントです。
　本年度は、新型コロナウイルスの感染防止対策を講じた上で、規模
を縮小し10月に開催する方向で、天白区内のボランティア団体や福祉
事業所等で実行委員会を組織し、準備を進めてまいりましたが、現在の
感染状況を考慮しました結果、中止することにいたしました。
　開催を楽しみにしてくださった皆様、開催に向けてご尽力くださった
関係者の皆様には、誠に残念なお知らせですが、ご理解いただきます
ようお願い申しあげます。

「天白区福祉区民のつどい」
開催中止のお知らせ

10月22日（土）～10月30日（日）

　天白区内の小・中学校の児童・生徒の皆様より応募いただいた書道とポスター作品
の中から、それぞれ入賞した作品の展示をいたします。ぜひ、ご来場ください。
期間

　賛助会員は、天白区社会福祉協議会の活動にご賛同いただきま
した方々に会費を納めていただくことで、財政面でのご支援をお願
いする制度です。ご協力いただきました賛助会費は、小学校等で実
施する福祉体験学習に関わる活動や、学区地域福祉推進協議会の
活動支援などに活用させていただきます。
　申込方法は、本紙一面上部に記載の天白区社会福祉協議会まで
お問合せいただくか、ホームページの「募金・寄付」－「賛助会員募
集」画面にて確認していただくことも可能です。皆様のあたたかい
ご協力をどうぞよろしくお願いいたします。

※個人、法人とも税制上の優遇措置があります。令和3年度は、個人会員（429件／503口）、法人・団体会員
（19件／37口）の皆様から、合計６８８，０００円のご支援をいただいております。誠にありがとうございます。

個人会員 １口／１，０００円（年額）　法人・団体会員 １口／５，０００円（年額）

ボッチャとは、ヨーロッパで生まれた対戦型スポーツです。

天白図書館入口展示スペース
場所

●火～土曜日（祝日を除く） 9:30～19:00
●日曜日・祝日 9:30～17:00

天白図書館開館時間

賛助会員募集中！！賛助会員募集中！！「住みつづけたいまち天白」のために
皆様のご支援をお待ちしています！

問　合　先

第
74
回 赤い羽根協賛児童生徒作品展のご案内赤い羽根協賛児童生徒作品展のご案内赤い羽根協賛児童生徒作品展のご案内

「天白区福祉区民のつどい」実行委員会
ふれ愛ネット天白
天白区社会福祉協議会

「天白区福祉区民のつどい」
開催中止のお知らせ
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